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大学で学ぶ。それは、さまざまな知的 “経験” を積むということです。

知的経験とは、新たな知識を身につけることと同じではありません。

もちろん、多くの（たんなる情報とは異なる）知識を貪欲に吸収する

こと自体は、とても大切です。しかし、知識はあくまでも知的な経験

をするためのきっかけです。

では、経験（experience）するとはどういうことなのでしょうか。

河野哲也『境界の現象学』（筑摩書房、2014年、深草図書館所蔵）

の説明に耳を傾けてみましょう。そもそも、「経験」という言葉は「外

に出て、移動し、探索し、試すといった世界への能動的な働きかけ」

を意味します。たとえば、通学で電車を利用している人は「電車に乗

る経験をした」とは言いません。あるいは、入浴することを「お風呂

を経験する」などと言う日本人はあまりいないでしょう。それらは日常

的で反復的な習慣行動だからです。それに対して、あえて日常生活か

ら一歩踏み出して「異なったものや新しいものに出会って驚くこと」こ

そが経験なのです。驚きは、「どうして？」「いままでは何だったの？」

といった多くの問いを生みます。そして、その問いに答えるよう私たち

を促します。こうして、「経験は思考と対話を誘発する」ことになるの

です。

思考と対話を誘発する知的経験ができる場所、それが大学です。

大学のなかでもとくにお勧めなのが、図書館です。図書館は、アナロ

グかデジタルかを問わず、本や雑誌などの学術情報の一大集積地で

ありアクセスポイントです。“言葉の海” です。たとえば、読んだこと

のない本と出会う。たとえば、電子情報をワールドワイドに探索し、

いままで知らなかった学問の世界にふれる。たとえば、自分とは異な

る観点から書かれた論文を発見する。そして、驚き、考える。さらには、

学術情報も駆使しつつ、仲間と議論しながら問題解決に取り組む。こ

うした、言葉抜きには不可能な経験を存分にできるのが図書館の醍

醐味です。

まずは、図書館を
﹅

経験してみてください。高校の図書室とも公立の

図書館ともちがう、龍谷大学図書館のすごさに驚き、知的刺激を受け

てください。そして、多彩なコンテンツや多様な学び方に対応した環境、

充実した学習支援を主体的かつ積極的に活用してください。そうすれ

ば、図書館で
﹅

経験できることは質・量ともに飛躍的に増大するにちが

いありません。

みなさん、図書館を素通りしていては、大学ですてきな経験ができ

ませんよ！

龍谷大学図書館長
安藤　　徹

図書館を経験する、
図書館で経験する

〈TOPICS〉
新深草図書館の入館者が

1月26日に50万人を突破しました。

　新深草図書館は、2015年4月に開館しましたが、既存

の8号館と連結して、これまで以上に充実したスペースと

快適かつ利便な学習環境を実現させたことにより、おかげさ

まで連日たくさんの学生さんに利用されています。新深草図

書館の入館者は、対前年度比1.5倍の増加をみせ、オープ

ン以来の入館者が1月26日には50万人を突破しました。

　記念すべき50万目の入館者は、経済学部3年生の游 寧

軍（ユウ　ネイグン）さんとなり、游さんには、安藤図書館長か

ら、図書館の特別展観図録や大学記念品が贈られました。

　瀬田図書館においても、9月にナレッジコモンズが開設さ

れ、本学図書館の学習支

援環境はますます充実し

てきました。豊富な学術

情報を用いて、自由かつ

アクティブに学び合える

空間として活用されるよ

う、今後とも魅力的な図

書館づくりに邁進してま

いります。
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前（第52）号で、瀬田図書館の「ナレッジコモンズ(瀬田 )」の開設について紹介しました。
今回は、図書館のナレッジコモンズとはどのような構想にもとづき設置されているのか。ナレッジコモンズ(瀬田）の
開設からその後の利用状況等について、写真を交え紹介します。

　　　　  ラーニングコモンズとは
本学のラーニングコモンズは、学生が集い、ICTツールなどの情報資源を用いて、議論を進めていく学習スタイルを
可能とし、学習支援サービスや設備を総合的に利用できる場（知の空間）の提供を行います。また学生の自主的な活動（学
生の自由な発想にもとづく知的活動）と学生の主体的な学習（授業と連携した自発的な学習）の連携により、生きた学
びの場の実現を目指しています。学生の居場所を創り、学生による多様な学びの空間をつなげ、見えるようにしています。
本学のコモンズは、スチューデントコモンズ（学生による「学び」の創造と交流の空間）、グローバルコモンズ（マルチカ
ルチャー、マルチリンガルな活気に満ちた学びの空間）、ナレッジコモンズ（学生が主体的に「調べ、考え、書き、作る」
知の空間）の3つの機能別コモンズにより構成され、2015年 4月1日に深草学舎で開設されました。

　　　　  ナレッジコモンズ
図書館は、ラーニングコモンズの3機能の内、ナレッジコモンズの機能を受け持ち、3つの連携により学生の「多様

な学びの空間」を構成する一役を担い、学修支援を展開しています。
瀬田学舎のラーニングコモンズは、深草の開設から約半年遅れ、9月14日に瀬田にオープンしました。瀬田図書館は、
ナレッジコモンズ（瀬田）として、図書館の豊富な学術情報を活用しながら自由かつアクティブに学び合える “知の交流”
空間、“学びのリエゾン” 空間として深草図書館同様に形成しています。

　　　　  ナレッジコモンズ（瀬田）への動き
ナレッジコモンズ(瀬田 )の設置にあたっては、2015 年
7～8月に瀬田図書館本館地階1階（延べ床面積約970㎡）
の約半分の人文科学系の書籍を自動化書庫へ移動するとと
もに、夏期休暇期間中に入退館ゲートやフロアなどの改修
工事 (8～ 9月 )を行いました。

2015年9月14日開設
ナレッジコモンズ（瀬田）特 集

ナレッジコモンズ（瀬田）改修工事

オープン前のナレッジスクエア入退館ゲート設置（新設）

( 瀬田図書館本館地下1階 ) 

た
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ナレッジコモンズ（瀬田）は、図書館本館地下1階に設置したナレッ
ジスクエアを中心に、グループワークルーム（6室）を設置しています。
ナレッジスクエアには、台形など変形型の机（78台）と学習環境にマッ
チした優しい彩りのある椅子（96脚）を設置しています。この学習空
間は、グループ学習を自主的に活動する学生が、自由に机を移動させ、
また大小備えたホワイトボードを衝立代わりにしたり、プロジェクター
を投影するスクリーンに活用できるなど、図書館が所蔵する学術情報
図書資料やインターネット提供の図書館R-WAVE情報を身近に使いな
がら、学生が主体的に「調べ、考え、書き、作る」知の空間が整って
います。また、大小のグループワークルーム（6室）には、ナレッジス
クエアと同じ机（48台）、椅子（54脚）に入れ替え新調しました。

　　　　    瀬田学舎 
ラーニングコモンズ オープン

9月14日は、秋晴れの瀬田図書館前で「龍谷大学ラーニング
コモンズと新たな憩いの場となるシアトルベストコーヒー龍谷大
学瀬田キャンパス店」のオープニング記念式典が開催されました。

隣接するスチューデントコモンズ（智光館地下1階）とナレッジコモ
ンズ（瀬田）の連携を図るため、本館地下1階に新たに図書館の出入
り口を設け、学生の動線とコモンズ間の連携をより一層図れるように
しました。
さらに、図書館カウンターを設け、テラスも改修するなど学生の憩
いの場の環境を整えています。これまでの図書館の静寂なイメージか
ら学生の自主的、自律的・活動的に躍動し、会話も可能となるゾーン
が新たな空間として誕生しました。

グループワークルーム６

瀬田ラーニングコモンズ＆シアトル瀬田コーヒー店オープニング

コモンズ間の連携通路と玄関前テラス
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　　　　  ナレッジコモンズ（瀬田）での展観
オープンしたナレッジスクエアは、日々学生の利用
が増えています。ナレッジスクエアを活用する学生へ
の支援として、展観も同時開催しています。
オープニング時には、大宮図書館所蔵の自然科学
系の貴重資料を瀬田図書館に搬入し、ナレッジコモ
ンズ（瀬田）開設記念展観「むかしの科学あれこれ」
を開催しました。展示品は、12点で「天文学関係」（和
蘭天説、平天儀、暦象新書）、「数学関係」（算法童
子問）、「気象学・地学関係」（気海観瀾、地震考）、「植
物学・動物学、怡顔齋蘭品、華陽皮相、駱駝考）、「測
量学・地理学関係」（分度余術）、「医学・本草学関係」
（本草綱目、解体新書）です。さらに、古典籍デジタ
ルアーカイブセンターの協力により、「萬年時計」、「須
彌山儀銘並序（軸）」などの貴重品を展示しました。
また、農学部、学術文化局本部、池坊華道部、書道部蟠龍
会龍會、陶芸部の協力より「農作物による芸術展と関連図書資
料の展観」を開設時か
ら10月 29 日まで同
時開催しました。

オープニング（9月14日）時の展観風景

9月のナレッジコモンズ（
瀬田）の

オープン後、月当たりの
利用学生数が

順調に伸びています。
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単位：人

　　　　  ナレッジコモンズ（瀬田）を支える体制
図書館の業務体制は、本学の学生にも支えられています。
日常の図書資料の貸出や返却に伴う返本作業、書架整理、
書架移動・閉館などの業務や図書館のR-WAVE 操作方法、
館内案内、データベース検索方法、書籍の予約方法、自動
化書庫に関することなど、様々な図書館業務や利用者へのア
ドバイスを行うアルバイト学生やライブラリーアドバイザーが
います。
また、ナレッジコモンズ（瀬田）の開設にあたり、図書館

をさらに使いやすく、快適な空間にしていくため、ボランティ
アスタッフを立ち上げました。このスタッフはライブラリーサ
ポーターと呼んでいます。活動は、時間の拘束はなく自由で
すが、学生への図書館広報誌の発行、サポータからのお薦
め本紹介、図書館長との座談会、他大学のサポーターとの交
流、選書ツアーの参加や図書館キャラクターの作成などで、
昨年10月から9名のスタッフが支援をしてくれています。

　　　　  ナレッジコモンズ(瀬田 )の利用状況
9月からオープンしたナレッジスクエア利用の学生入館者数は、下表１、表２のとおりです。表は、月当たりの1時間
ごとの利用者総数を記録したものです。利用実態から例えば、9月の午後１時台の１時間あたり月利用者数の合計は、
73名でした。開設後の11月の午後1時台の月利用者数合計は、423名で、11月は、土曜日を含む開館日数が 22
日間であったため、同時間台の一日平均利用者数は、約20名の学生が利用していたことになります。さらに、1月は、
定期試験期でもあり、588 名の利用で、開館日数が20日であったため、一日平均約30名の利用となっています。

ライブラリーアドバイザー　ミニ展観

ライブラリーサポーター館長から任命式

表1

表2

2015 年度　KC（瀬田）入退館者数統計

表２より、ナレッジコモンズ( 瀬田 )
の利用状況は、10時台から13時台を
ピークに18 時台頃まで常時多くの学
生が利用している状況がうかがえます。
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皆さんは統計にどんなイメージを持っていますか。特に文系学部の皆さんにとっては、統計に対する苦手意識があ
ったり、自分にとっては必要ない領域だと思っているのではないでしょうか。しかし最近はビッグデータ時代といわ
れ、統計が意思決定を行う上での必須スキルであると言われています。特定の専門的な分野だけでなく、ある目的の
ためにデータを整理するような場面（例えば、グラフの作成や平均値の算出など）でも統計を使用します。
本書はその統計学の基礎概念を面白おかしく非常にわかりやすく解説しています。統計学といえば数式が多く出て

くる印象があるかもしれませんが、本書は数式をほとんど使わずに解説されていますので、数学が苦
手な人も統計学の基本を理解できます。本書を通して、統計学の難しいイメージを払拭し、皆さんの
日常生活や授業、ゼミでの研究、卒論などに統計学を適用できないかを考えながら、発展的は統計学
へとつなげていただければと思います。

『この世で一番おもしろい統計学：誰も「データ」でダマされなくなるかもしれない16講＋α』
アラン・ダブニー［著］　山形 浩生［訳］　ダイヤモンド社　2014年　

経営部 准教授

西岡　久充

Recommenders：

瀬田．本館2F開架
417/ ﾀｱｺ
資料番号
31405008074

本書は、大ベストセラーとなった『国家の品格』(2005年新潮選書 )の著者・藤原正彦氏が書いた
ケンブリッジ大学留学記である。「数学者のイギリス」という副題に示されているように、数学の研究
のために彼の地に渡ったのだが、数学の話よりは、むしろ異国で家族と暮らす中で抱いた感慨や様々な
出来事、苦労話などに力点が置かれている。理系の人に限らず、留学を考えている人や、異文化に興味
のある人なら、誰が読んでも面白い。白眉は六、七、八章辺り。息子が学校でなぐられていると聞いた
著者、「担任に相談すべきでは」という妻の提案を「告げ口など卑怯者のすること。なぐり返すことが
先決」と一蹴し、「命を捨てるつもりで闘え」「とにかくなぐってなぐって、なぐりまくれ」と我が子に
命じる。無茶苦茶なアドバイスだが、結果は如何に？紙幅が尽きたので、続きは本書で。

『遙かなるケンブリッジ：一数学者のイギリス』
藤原 正彦［著］  新潮社　1991年　

深草．和顔館開架
302.33/ ﾌﾏﾊ
資料番号
19260021464

文学部 教授

福本　宰之

Recommenders：

データに語らせよう。経済理論を専門としデータにさわる機会があまりない私ですら常に心に留めて
いることです。
とはいっても、身近にあることを話すとき、自分の経験だけに頼って話すことがやはり多いのではない
でしょうか。教育もその例外ではなく、有名な学校に子供を進学させたお母さんによる教育論などがテレ
ビや雑誌を賑わすこともしばしばです。私たち教員にしても長年の経験や勘に頼っているのが実情でしょ
う。データの重要性を認識していたとしても、それを集め分析するのは簡単にできることではありません。
そんな私たちに朗報なのが、「経済学がデータを用いて明らかにしている教育や子育てに関する発見」
をまとめた本書です。科学的根拠に基づく教育法は確かに「知っておかないともったいないこと」なの
かもしれません。

『「学力」の経済学』
中室 牧子 [著 ]　ディスカヴァー・トゥエンティワン　2015年　

経済学部 准教授

兵庫　一也

Recommenders：

「格差社会」や「一億総活躍社会」など、社会の現状や特徴、そして目指すべき社会を表すために一
言のフレーズを用いる「ワンフレーズ・ポリティクス」は、政治を分かりやすいものとする一方で、複
雑な問題をあまりに単純化し、大事なものも切り捨ててしまっているように思う。現在の日本における
貧困の問題は、「自己責任」と結びつけられがちだ。機会や制度は用意されているのに、できないお前
が悪いと社会は責めたてる。しかし、ワンフレーズによって切り捨てられている現実はないのか。本書
は、「貧困女子」を対象としながら、さらに、その中にも信じられないような現実で苦しむ「最貧困女子」
が存在する現実を私たちに突きつける。そして、それが「自己責任」というワンフレーズでは片づけら
れない問題だということも。本書によって示される現実にしっかり触れ、複雑な問題にどっぷりつかっ
て悩み考えてほしい。

『最貧困女子』
鈴木 大介［著］　幻冬舎新書　2014年　

深草．8号館閉架
368.4/ ｽﾀｻ
資料番号
11405043415
瀬田．本館1F
368.4/ ｽﾀｻ
資料番号
31505037185

法学部 教授

斎藤　　司

Recommenders：

みなさんは判断に迷ったときにどうしますか。他のみんなはどうするのかを知りたくなるでしょう。
インターネットで「似たような」事例を調べてとりあえず真似る。そんな経験はありませんか。
ビジネスの世界でも同じようなことが起こっています。 景気が不透明なとき、初めての出来事に遭
遇したとき、とりあえず他社を真似ておくということが少なくありません。
みんなと同じことをやっておけば損をしなくてすむ。この発想は、確かに重要です。でも、みんなと
同じことばかりやっていても新しいことなど生まれません。ピロリ菌の発見、ポスト・イットの発明、
みんなと違うことをやった結果が大発見、大発明につながっているのです。今回お勧めする本は、経営
学の知識がなくても気軽に読めて、真似をしないことの大切さがわかります。

『ヤバい経営学：世界のビジネスで行われている不都合な真実』
フリーク・ヴァーミューレン [著 ]　本木 隆一郎、山形 佳史 [訳 ]　東洋経済新報社　2013年　

深草．和顔館開架
335.1/ ｳﾌﾔ
資料番号
11305011221

政策学部 教授

中森　孝文

Recommenders：

学生に薦めたい、この一冊
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食の安全の背後にあるさまざまな基準値は、どのようにして決まっているのでしょうか。基準値がど
う決まっているかなんて専門家に任せておけばいいと思うかもしれません。でもぜひ騙されたと思って
この本を読んでみてください。基準値の決まり方はこんなにも多様で、そして面白いのです。例えば食
品に含まれる化学物質の基準値は、その健康リスクの大きさだけで決まっているのではなく、食文化や
習慣にも左右され、国によって異なることがあります。本書のなかで「基準というものは、考えるとい
う行為を遠ざけさせてしまう格好の道具である」という先人の言葉が紹介されていますが、皆さんには
この本をきっかけに、文系・理系を問わず、基準値の意味とそれが私たちの暮らしにどうかかわってい
るのかについて、面白がって考えてもらえればと願っています。

『基準値のからくり：安全はこうして数字になった』
村上 道夫・永井 孝志・小野 恭子・岸本 充生［著］　講談社ブルーバックス　2014年　

深草．文庫・新書
081/ ﾌﾙﾊ /1868
資料番号
11400028541
瀬田．文庫本ｺ - ﾅ -
081/ ｺｳﾀ /1868
資料番号
31400013365

農学部 講師

山口　道利

Recommenders：

生きていく上で哲学は非常に大事なものだと思うのだが、哲学を身近に感じている人はいるだろうか。
本の内容を少し紹介すると、哲学は「浮世離れしているもの」という大きな誤解があったと著者は述べ
ている。そこには決してそうではないというニュアンスが含まれているのだが、確かに日本社会では、
哲学なしに生活や社会が成り立たないといったものではない。しかし、先行きが見えず、難題を抱え、
厳しい岐路に立つ時代では、根源的な視角から世界を別な風に写像してくれる座標軸として哲学や思想
が求められる。個人や社会の生活にあっても、大事なことほどすぐには答えが出ない。著者は、わから
ないけれどもこれが大事ということを見いだし、そのことに、わからないまま正確に対処する。そのこ
とに思考をめぐらし知性の肺活量を鍛えるのが哲学だという。
これからの時代、「問いを問う力」や「物事をより深く考える力」が大切で、哲学の使い方を知るこ
とは生きていくうえで大きな力となる。この本は、哲学を身近に感じることができる本として一読して
もらいたい。

『哲学の使い方』
鷲田 清一［著］　岩波書店　2014年　

深草．文庫・新書
081/ ｲﾜﾅ /1500
資料番号
11400060528
大宮．2F開架図書
081/IWA/1500
資料番号
21405023606
瀬田．本館 B1文
庫本ｺｰﾅｰ
081/ ｲﾜﾅ
/4-1500
31400025187

短期大学部 教授

川﨑　昭博

Recommenders：

戦後に「日本人論」は急速に発達してきたジャンルである。国際化が進んでいる現在でも、国際オリ
ンピック総会での演説から観光 PRまで、自国民統合のため、ナショナリズム、日本文化の特徴などを
明らかにするために「日本人」はさまざまな分野、意図やコトバで語られつつある。対比的かつ極端的
な「事実」を明らかにするためにも、さまざまな観念も用いられている。例えば、ウチ対ソト、ニッポ
ン対外国、「世間」対「社会」、オ・モ・テ・ナ・シ・おもてなし、等々。その中でも、日本人は「集団
主義」、欧米人は「個人主義」というようなキャッチフレーズを頻繁に耳にすることができ、留学経験
を語るゼミ生からはもちろん、耳にタコができるくらいである。
本書はタイトル通りに「日本文化のなか「個人」を探求する」。論文集だが、中でも昨年逝去された
国際学部のポーリン・ケント先生の論文を薦めたい。タイトルもすでに面白い。「日本人のコジンシュギ」。
197ページから。

『「個人」の探求：日本文化のなかで』
河合 隼雄［編著］　日本放送出版協会　2003年　

深草．和顔館開架
361.5/ ｶﾊｺ
資料番号
10305001400
瀬田．本館1F開架
361.5/ ｶﾊｺ
資料番号
30300023171

国際学部 教授

シルヴァン・
　カルドネル

Recommenders：

最近は「格差」や「子どもの貧困」などがクローズアップされがちですが、それでも世界的にみれば、
日本や欧米の先進社会がゆたかであることは確かでしょう。地球の温暖化や環境破壊を心配しながら、
私たちは莫大な資源や食料を消費する生活を手放すことができません。その一方、発展途上国に目を向
ければ、はるかに多くの人々が毎日の食事すら満足に摂れない生活を送っています。
なぜ、このような世界になってしまったのでしょう。本書はその問いに、ひとつの回答を与えてくれま
す。「情報化／消費化」をキーワードとして、本書はこの世界のゆたかさと貧しさが、実は同じ仕組みか
ら生じていることを解き明かしていきます。現代社会を生きるすべての人に、ぜひお薦めしたい１冊です。
なお、本書は2011年に出版された『定本 見田宗介著作集』(全10巻 )の第1巻に『現代社会の
理論』[増補版 ]として収録されています。増補版の内容は、新書版とほとんど同じですが、「現代社会
はどこに向かうか」という章が付け足されています。増補版の方も図書館などで、ぜひ手に取ってみて
ください。

『現代社会の理論：情報化・消費化社会の現在と未来』
見田 宗介 [著 ]　岩波新書　1996年　

深草．文庫・新書
081/ ｲﾜﾅ /465
資料番号
19610032073
大宮．2F開架
081/IWA/465
資料番号
29600043408
瀬田．自動化書庫
081/ ｲﾜﾅ /4-465
資料番号
39600098783

社会学部 教授

佐藤　彰男

Recommenders：

理工学部 教授

宮武　智弘

Recommenders：私たちの生活に欠かすことのできないエネルギー。明かりを灯したり、車や電車を走らせたり、部屋
を暖めたりするために多くのエネルギーが使われています。また人間だけでなく、地球上のすべての生
物は生きていくためにエネルギーを必要としています。さて、エネルギーとは何でしょうか？どこから
やってくるのでしょうか？将来無くなってしまうのでしょうか？本書を読めば、エネルギーには熱、光、
電気など様々な姿があること、私たちの暮らしを支えているエネルギーの源は主に太陽光や核のエネル
ギーであることを学ぶことができ、エネルギーについての理解が深まると思います。
また、本書ではエネルギーに係る物理法則を平易に解説しています。「物理の講義は難しくてよくわ
からない」と困っている学生さんにとっても、理解につながるヒントがたくさん書かれていますので、
お薦めしたい一冊です。

『エネルギーとはなにか：そのエッセンスがゼロからわかる』
ロジャー・Ｇ・ニュートン [著 ]　東辻 千枝子 [訳 ]　講談社ブルーバックス　2015年　

深草．文庫・新書
081/ ﾌﾙﾊ /1899
資料番号
11500006978
瀬田．文庫本ｺ - ﾅｰ
081/ ｺｳﾀ /1899
資料番号
31500000431
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大宮図書館には、国宝『類聚古集』や重要文化財『念仏式』をはじめとして、数多くの貴重資料が所蔵されています。現

在も学術研究に役立てることなどを目的に、毎年少しずつではありますが貴重資料を収集しています。

今年度は、新たに『西本願寺十二世准如光昭書状』（掛軸）、『奈良絵巻武家はんしやう』（絵巻物）、『嵯峨光仏縁起』（絵巻物）

の３点を収集しました。今回は、この３点の中から『奈良絵巻武家はんしやう』について紹介いたします。

『奈良絵巻武家はんしやう』は上下２巻から成る絵巻物で、江戸時代の寛文・延宝年間（１６６１～１６８１）頃の写本です。

上巻に６図、下巻に５図の金銀泥極彩色の奈良絵が施されています。

内容は、文武二道をもって政を行うことが天下を治める要であることを説いたもので、上巻は中国の黄帝から唐の高祖に

至る武勇伝が、下巻には日本の神話時代から鎌倉幕府源氏三代までの武勇伝が記されています。

『奈良絵巻武家はんしやう』は版本がなく、写本が奈良絵巻または奈良絵本の形で伝わっています。現在まで寛文年間以前

に書写されたものは確認されておらず、所蔵も学習院大学などごく僅かです。

本学が収集した『奈良絵巻武家はんしやう』は、寛文・延宝年間頃の写本であること、大形で絵の状態も良好であることから

貴重な資料です。今後、学術研究や大宮図書館が毎年秋に開催している展観などで活用していく予定です。

上巻３２×１２２０ｃｍ

下巻３２×１１７５ｃｍ

『武家はんしやう』２巻　寛文・延宝年間頃写本

新規収集貴重資料の紹介
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